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１　はじめに

　一昨年の口蹄疫に続き，昨年はＢＳＥの発生が

報告され，酪農業界にとっては暗い話題が多く

なっています。その結果，海外からの輸入に頼ら

ない安全な自給飼料が重要視され，自給飼料増産

事業も国策として始まっています。今後は収量は

もちろんですが，中味の優れた自給飼料が求めら

れ，当社でもその研究成果として，昨年は，府県

向けに消化性に優れた「ＢＭＲソルゴー」を販売

することができました。ここでは，北海道向けに

販売しているニューデント８５日の優れた茎葉消化

性を報告し，加えて今春のサイレージ用トウモロ

コシの注目品種を紹介します。今春の品種選定の

資料としてお役立ていただければ幸いです。

２　茎葉消化性に優れた品種の開発

　サイレージ用トウモロコシの飼料価値を評価す

る方法の一つとして，現在では雌穂割合を重要視

した，新得方式でＴＤＮを計算する方法が広く利

用されています。この方法ではどの品種も茎葉乾

物収量×０．５８２＋雌穂乾物収量×０．８５で計算され，

評価されます。しかしながら，実際のトウモロコ

シ品種には稈の消化性に差があり，それが特に茎

葉の消化性に影響することが知られています。そ

のためサイレージ用の品種では耐病性，耐倒伏性，

収量性とともに，茎葉消化性が改善ポイントとし

重要視され，ニューデントの導入先の一つである

リマグレイン社ではこの選抜を実施しています。

今回は当社で，販売品種の茎葉消化性を確認した

ところ，ニューデント８５日のＬＧ２２６５と「リッチモ

ンド」が特に消化性に優れていたため，ここに成

績を紹介します（表１）。

①茎葉消化性に優れるニューデント８５日

　牛の胃を再現した酵素分析法による茎葉消化性

の評価は，まず茎葉部分を消化酵素を使いたんぱ

く，でんぷん，脂肪に相当するＯＣＣ（細胞内容

物）と繊維に相当するＯＣＷ（細胞壁）に分けま

す（図１）。その後ＯＣＷの部分をヘミセルロース

や消化の良いセルロースに相当するＯａ（高消化性

繊維）とリグニンや消化の悪いセルロースに相当

するＯｂ（低消化性繊維）に分け評価します。

　この試験は，平成１２年度の当社芽室試験地で行
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表１　８５日クラスの茎葉消化性の比較  （雪印種苗，２０００）

比ＴＤＮ収量消化率Ｏｂダンカン注１ＯＣＣ＋Ｏａリグニン品種名

１１１
１１４
 ９７
１００
 ８６

１，３３５
１，４１１
１，２０４
１，２４２
１，０７３

５６．１
５５．０
５１．９
５１．４
５１．４

５４．３
５５．９
６１．８
５８．７
６０．２

ａ　
ａ　
　ｂ
　ｂ
　ｂ

４３．７
４１．９
３６．１
３６．８
３６．２

５．３
５．５
６．８
６．４
５．５

リッチモンド
ＬＧ２２６５
他社８５日Ｄ
他社８５日Ａ
他社８５日Ｅ

注１　異文字間には１％水準で有意差があることを示す。
注２　単位は乾物中％
注３　消化率，ＴＤＮ収量は井上，阿部らの推定式で計算した。

図１　酵素分析による分類 
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われた最適栽植本数の検定のサンプルを利用して

います。この年は高温で日照時間が多く，１０，８００本

／１０ａの密植区でも倒伏の発生が認められず，病

気の発生もあまり認められませんでした。

　一般分析の成績からＬＧ２２６５，リッチモンドは他

社８５日Ａに比べリグニン含量が低いことが明らか

で，酵素分析の結果では，消化の良い区分にあた

るＯＣＣ＋Ｏａの値が，他社３品種に比べ多く統計

的にも有意差がありました。この結果から茎葉の

消化率を計算すると，ＬＧ２２６５とリッチモンドは，

他社品種より約４～５％近く消化率が高くなりま

した（表１）。また，図２からリッチモンド以外の

品種では栽植本数が増加するとＯＣＣ＋Ｏａ含量

が低下しますが，栽植本数を高めてもリッチモン

ドは断トツで，ＬＧ２２６５が続いています。

　消化率と子実割合をもとに各品種のＴＤＮ％が

算出できます。このＴＤＮ％に総体乾物収量を掛

けた値が，酵素法によるＴＤＮ収量でリッチモン

ド，ＬＧ２２６５は他社８５日Ａに比べそれぞれ１１％，

１４％も多収でした（表１）。ＴＤＮ１�を４０円と換

算した場合，ＬＧ２２６５と他社８５日Ａでは１０ａ当たり

（１，４１１－１，２４２）×４０＝６，７６０円の差があります。

以上のことから消化性に優れる品種がＴＤＮ収量

も高く，経済的にも飼料価値が高いことがわかり

ました。子実用の品種は完熟期に収穫されるため，

耐倒伏性が重要視され，強健な稈質をもつ品種が

選抜されますが，これは不消化の部分の蓄積につ

ながり，サイレージ用としては適していません。

サイレージ用品種には，リッチモンドやＬＧ２２６５の

ように茎葉消化性に優れ，しかも子実も多収な品

種を選抜することが重要です。

②耐病性，耐倒伏性も抜群！

　ニューデント８５日（リッチモンド）

　昨年より新発売のリッチモンドは雌穂ともに茎

葉ボリュームが多く見栄えがし，各地で好評です。

図３に昨年の公的委託試験の成績を示しました。

リッチモンドは他社９０日や他社８５日Ｂより明らか

にＴＤＮ収量が多収で，十勝農試，上川農試，遠

軽現地では他社８５日Ａより多収でした。また，他

社の８５日の品種とくらべ，明らかに総体乾物率が

高く早熟で，今まで８０日を利用していた方や条件

の悪い地帯にも勧められる品種です。

　従来，このクラスはピヤシリ８５がすす紋病に強

く好評を頂いていたのですが，北海道研究農場の

すす紋病接種試験では，ピヤシリ８５以上に強い抵

抗性を示しました。また，昨年現地で発生した根

腐病についても，当社の接種圃場での発生率は低

く，このクラスで最も強い抵抗性を示しています。

　リッチモンドは根張りが良く，耐倒伏性にも優

れています。昨年，公的委託試験の士別町の試験

では９，２００本／１０ａの密植条件下で９月上旬の風

雨により，他社９０日で４０％，他社８５日Ａ：７．５％，

他社８５日Ｂで１２．５％の倒伏が発生していますが，

リッチモンドは全く倒伏の発生がみとめられませ

んでした。

　リッチモンドは，すす紋病激発地帯や十勝地方

の条件の悪い地帯に最適で，最適栽植本数は８，０００

本／１０ａです。

③茎葉，雌穂ともに極多収な８５日

　ニューデント８５日（ＬＧ２２６５）

　ＬＧ２２６５は大きな雌穂と茎葉ボリュームが豊富

で，収量面では多くの方に満足いただいています。

昨年の当社，芽室町，訓子府町の試験では，他社

８５日Ａや他社９０日より明らかに子実収量が多収

６

図２　ＯＣＣ＋Ｏａ含量　　　　  　   （雪印種苗、２０００年） 
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図３　リッチモンドのＴＤＮ収量（公的委託試験、２００１年） 
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で，ＴＤＮ収量も芽室町，訓子府町では他社９０日

よりそれぞれ１０％，１３％多収でした。大柄で稈長が

高い品種ですが，着雌穂高が低く総体乾物率が高

いのが特徴的で，条件の悪い地帯にお勧めです。

　８５日クラスの使い分けですが，ガサを中心とし

た収量を求める方にはＬＧ２２６５を，すす紋病激発地

帯にはリッチモンド，ピヤシリ８５を，密植して多

収をねらう方にはピヤシリ８５をお薦めします。

④すす紋病多発地帯に最適！

　ネオデント・ピヤシリ８５：北海道優良品種

　ネオデント・ピリカ９０：北海道優良品種

　ネオデントシリーズのピヤシリ８５，ピリカ９０は

すす紋病抵抗性を主体に当社で育成された品種で

す。この耐病性は自殖系統を育成する段階で，圃

場選抜により得られた圃場抵抗性によるもので，

病気のレースが変わっても罹病する心配がありま

せん。また，両品種ともに北海道の在来種の血液

が入っているため，昨年のような条件の悪い年で

もその能力を発揮します。昨年は雄穂抽出期前後

に低温に推移し，多くの品種に不稔が多発し収量

が低収になりました。しかし，ピリカ９０は特に実

入りが良く，他社９０日に比べ子実収量が芽室町で

１１２％，訓子府町で１１９％と極多収でした。また，

ＴＤＮ収量も昨年は極多収で，他社９０日より１０％

以上多収を示しています（図４）。また，昨年は芽

室町で８月下旬に倒伏が発生していますが，他社

９０日の品種が倒伏している中で，ピリカ９０は

１０，８００本／１０ａ栽培でも倒伏の発生が認められま

せんでした（図５）。

⑤道東・十勝地方のベストセラー品種

　ニューデント９０日（ＬＧ２２９０）：北海道優良品種

　ＬＧ２２９０はボリュームのある茎葉と共に大きな

雌穂が各地で好評で，販売品種の中ではロングセ

ラー品種の一つになりました。昨年，一昨年の芽

室町，訓子府町のＴＤＮ収量は他社９０日に比べ明

らかに多収で，特に条件の良い訓子府町では２か

年とも１０％以上多収を示しています（図４）。また，

昨年の８月下旬の台風くずれの暴風雨でも倒伏の

発生がなく，優れた耐倒伏性を示しました。ＬＧ

２２９０はピリカ９０に比べ若干晩生ですから条件の良

い地帯にお勧めできる９０日で，道央地方の小麦の

前作にもお勧めです。９０日クラスの使い分けは，す

す紋病激発地帯や条件の悪い地帯にはピリカ９０

を，条件の良い地帯や９，０００本／１０ａの密植栽培に

はＬＧ２２９０をお薦めします。

⑥道央・道南地方のベストセラー

　ニューデント１００日（ＤＫ４８３）：北海道優良品種

　ＤＫ４８３は他社新１００日に比べ短稈ですが，茎が

太く茎葉，雌穂ともにボリューム感があり，昨年

の台風でも倒伏が少なく各地で好評です。一昨年

の当社長沼町，八雲町では子実収量，ＴＤＮ収量

は他社新１００日並に多収でした。９月上旬に八雲町

で暴風雨により倒伏が発生し他社新１００日や，ガサ

写真

図４　９０日クラスのＴＤＮ収量　  　   （雪印種苗、２００１年） 
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図５　ピリカ９０の耐倒伏性　　　　　  （芽室、２００１年） 
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のある１０５日に倒伏が発生していますが，ＤＫ４８３

は，１０５日のＤＫ５３７と共にほとんど倒伏が認めら

れませんでした（図６）。ＤＫ４８３はすす紋病抵抗

性ばかりでなく，ごま葉枯病抵抗性にも優れてい

るため東北地方にもお勧めできる品種です。

⑦子実極多収な晩生品種

　ニューデント１０５日（ＤＫ５３７）

　一昨年より発売しているＤＫ５３７は実入りが良

く大きな雌穂が各地で好評です。一昨年の成績で

は，他社新１００日に比べ長沼町で１１１％，八雲町で

１０４％と極多収で，ＴＤＮ収量も見栄えのある他社

新１００日並に多収でした（図６）。八雲町で，他社

品種に倒伏が発生していますがＤＫ５３７は倒伏が

少なく耐倒伏性にも優れています。また，すす紋

病，ごま葉枯病抵抗性も優れているため東北地方

でも利用できる品種です。晩生品種で高カロリー

サイレージをお望みの方にはＤＫ５３７をお薦めし

ます。

⑧耐病性に優れる１１０日

　ニューデント１１０日（ＤＫ５７９）：新発売！

　スノーデント１１０（ＤＫ５６７）

　１１０日クラスは府県で開発されたスノーデント

１１０（ＤＫ５６７）に 加 え，今 春 よ り

ニューデント１１０日（ＤＫ５７９）を新

発売致します。昨年，一昨年の長沼

町での平均の成績（図７）を示しま

したが，ＤＫ５７９，ＤＫ５６７ともにＴＤ

Ｎ収量は他社１１０日並に多収であ

り，なかでも子実収量は両品種とも

に１０％多収でした。特に，ＤＫ５７９は

総体乾物率が高く早熟で，昨年のよ

うな条件の悪い年でも安心して利

用できる品種です。１１０日クラスの使い分けは，倒

伏が多発する地帯やより早熟な品種を希望される

方はＤＫ５７９を，東北地方や根腐病・ごま葉枯病が

激発する地帯にはＤＫ５６７をお薦めします。

　これらの他に，今春は試作品種を多数用意して

います。待望のネオデントシリーズの後継品種と

して耐病性，耐倒伏性に優れたＳＬ９８０２（８５日），Ｓ

Ｌ９９４５（９０日），９５日クラスの後継品種としてＬＧ

２３０５，道央・道南地方のベストセラーＤＫ４８３の後

継品種として，更に収量がアップしたＬＧ３４５７，１０５

日，１１０日クラスでは耐倒伏性，耐病性に優れる後

継品種も用意しています。詳細は最寄りの営業所

にお問い合わせ下さい。
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図６　１００～１０５日クラスの成績　　　　　　　　　   （雪印種苗、２０００年） 
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写真　ニューデント１０５日（ＤＫ５３７）


